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担当課 商工課

シート作成担当者　係・氏名 商工政策係　北川佳右

連絡先電話番号 36-7146（内線53102）

番号 61

項目 女性の就労支援や企業支援

事業名 女性の就労機会の創出

令和10年度目標 セミナー参加者数　135人　開催回数　10回

現状値・現状
（令和６年度）

セミナー参加者数　118人　開催回数　10回

聞いてみたいこと
※

2023年度の現状値と2028年度の目標値を比べると目標値の方がセミナー参加者数も、開催回数も少ない
理由を知りたいです。また「女性の」と限定的だが、女性であることを意識した点(セミナーの内容や全体回
数などの構成)はどこにありますか？

聞いてみたいこと※　に対する回答、課題、今後の方向性

2023年度の現状値と2028年度の目標値では、開催数は同値ですが、参加者数は現状値を上回っています。
女性であることを意識した点として、セミナーの内容を保育施設に関するものや社会保険の扶養についてなど、育児と就労の
両立に関したものとしています。また、育児中の女性が参加しやすくなるよう、各回、無料の託児所も設けています。

社会的背景（事業の必要性）

本市に限らず、労働力人口の減少が社会全体の課題となっており、女性の就労を進めることが重要となっています。
また、育児等の事由により、一時的に社会から離れた女性や、育児をきっかけに就労希望を持った女性の就労を支援するた
め。

事業の概要（対象、取り組み内容等）

育児等の事由により、一時的に社会から離れた女性や、育児をきっかけに就労希望を持った女性の就労を支援するセミナー
を、ハローワーク（ママハロ）と連携し、開催しています。

令和10年度の目標達成のために実施している今年度の事業内容

11回のセミナー開催
（内訳）
開催済み　計６回（５月23日・６月27日・７月４日・７月25日・９月５日・10月３日）
開催予定　計５回（10月31日・11月14日・12月５日・１月30日・２月20日）

資料１－２
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担当課 生活安心課

シート作成担当者　係・氏名 係長　山本　万記子

連絡先電話番号 内線33300

番号 9

項目 教育現場における男女の人権を尊重する教育や学習の充実

事業名 小中学校、幼稚園、保育園における人権教育事業の開催

令和10年度目標 出前講座開催回数　６回　出前講座受講者数　250人

現状値・現状
（令和６年度）

出前講座開催回数　６回　出前講座受講者数　711人

聞いてみたいこと
※

人権教育（啓発）は、人生を通じて実施していきたいものである。事業としては、教育機関（小、中、幼保）
を対象であるが、実際は、福祉施設や教員などを対象に実施され、高校からも関心が寄せられていると
聞いている。事業のターゲットを広げる検討はいかがか？

聞いてみたいこと※　に対する回答、課題、今後の方向性

・小中学校では毎年４校程度、定期的に実施しているが、高等学校での出前教室は、しばらく実施できていない。
・事業のターゲットを広げる取り組みはコロナ下以降、常に行っており、昨年度は、ある高等学校に依頼をしたが、カリキュラ
ムの関係で実施は見送りとなった。今年度も同校に対して、生徒向けだけではなく、教職員向けの教室の展開も可能である
旨説明をしたが、実施に至っていない。今後も、事業を広げる取り組み（高等学校などでの開催の取り組み）は、続けていき
たいと考えている。

社会的背景（事業の必要性）

男女共同参画に関する人権教育は、誰もが性別にとらわれずに個性と能力を発揮できる社会を実現するために必要だと考
える。人権教育は、男女共同参画社会の実現を阻む要因となる固定観念や偏見をなくし、人権尊重の意識を育む重要な役
割がある。

事業の概要（対象、取り組み内容等）

・人権教室を年間６回実施している。事前に打合せを行い、対象者に合わせて実施内容をその都度変更している。
・今まで取り扱ったテーマ（抜粋）
　保育園・幼稚園：言われたらうれしい言葉とチクチク言葉の説明・じんけんについて分かりやすく説明
　小学校：SNS（インターネット）と人権・デフリンピックの紹介（障がい者の人権）・DVDを使ったいじめ問題・グループワーク、
中学校・教員向け：様々な人権問題

令和10年度の目標達成のために実施している今年度の事業内容

・小学校３校、中学校１校で人権教室、保育園１施設、高齢者施設１施設で人権出前講座を実施する。
・人権教室の広報・報道機関取材依頼による人権教育の啓発
・高等学校に人権教室の実施に向けて開催依頼
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担当課 生活安心課・包括ケア推進課

シート作成担当者　係・氏名
生活安心課　係長　山本　万記子

包括ケア推進課　主任保健師　大村　里美

連絡先電話番号
33300（生活安心課）

44301（包括ケア推進課）

番号 28・29

項目 相談体制の充実

事業名 常設・定例(人権)市民相談/高齢者相談・支援

令和10年度目標 開催日数　36日　相談件数　３件/地域包括支援センター設置数　６個所　総合相談数　13,792

現状値・現状
（令和６年度）

開催日数　36日　相談件数　５件/地域包括支援センター設置数　６個所　総合相談数　10,138

聞いてみたいこと
※

相談件数に28・29偏りがあるがその違いをお聞きしたいのと、非常に大切な分野である為、課を超えての共同
窓口やより専門性の相談体制を希望する。

聞いてみたいこと※　に対する回答、課題、今後の方向性

・目標値としている相談件数の違いとして、常設・定例(人権)市民相談は、人権擁護委員が対応する人権相談に限定した件数で
あるのに対し、高齢者相談・支援は、市内全地域包括支援センター（６か所）で対応した高齢者の多岐にわたる相談件数であるた
め、内容が異なるものであり比較することは出来ないと考えている。なお、それぞれ設置の目的が違う中で、お互いに連携を取り
相談事業を実施出来ていると認識しているため、現時点で共同窓口の設置は考えていない。（生活安心課・包括ケア推進課）

社会的背景（事業の必要性）

男女共同参画における相談は、固定的な性別役割分担意識の解消、職場や家庭における不平等、ハラスメント、DV（ドメスティッ
ク・バイオレンス）など、様々な人権侵害や困難を抱える人々が、性別にかかわらず自分らしく生きるために不可欠である。相談
窓口では、情報提供や専門的な助言、適切な支援機関へのつなぎなどを行うことで、生きづらさの解消や問題解決を支援するこ
ととする。

事業の概要（対象、取り組み内容等）

・月に３回（第１・２・４火曜日） 36回　13:30～16:00まで島田市在住の人権擁護委員による人権相談を開催している。（生活安心
課）※人権擁護委員は法務大臣から委嘱された民間の方々で、人権相談に応じたり、人権啓発活動を行ったりするボランティア
である。
・地域包括支援センター（市内６個所）での高齢者相談・支援（包括ケア推進課）
地域包括支援センターは、性別にかかわらず、地域住民の心身の健康の保持及び生活の安定のために必要な援助を行うことに
より、その保健医療の向上及び福祉の増進を包括的に支援することを目的とする施設（介護保険法第115条の46）である。職員
体制は、保健師、社会福祉士、主任介護支援専門員を配置（原則）し、設置基準は、第１号被保険者3,000～6,000人に１か所で、
中学校区ごと、市内６か所に設置している。

令和10年度の目標達成のために実施している今年度の事業内容

人権擁護委員に関する関する事業
①人権擁護委員の日（６月１日）に市内小中高等学校等に人権啓発ポスターの参加依頼、市内中学校に人権作文の参加依頼、
市内スーパー等において人権啓発活動を実施している（生活安心課）
②広報しまだ・ホームページにおける人権相談の啓発（生活安心課）
③12月４日～10日の人権週間に合わせて人権啓発ポスター展を開催（生活安心課）
④人権教室の開催（年間６回開催）

 地域包括支援センター運営事業(包括ケア推進課)
・ 市内中学校区ごと６か所に設置している地域包括支援センターにおいて、総合相談支援業務を実施している。
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　市内で避難所運営会議を実施すべき箇所は39箇所であり、令和７年10月10日時点で16箇所実施しております。
　地域防災計画に記載がありますように、地域の防災力向上を図るため､防災の現場における女性の参画を拡大し､男女共
同参画の視点を取り入れた防災体制を確立する必要があるため、各避難所において、防災講話を行う際には女性の参加
の重要性を伝えるようにしております。
　避難所運営会議に参加した女性の人数は、参加した現地避難地班（市職員）の避難所運営会議参加報告書により把握し
ております。

社会的背景（事業の必要性）

地域における生活者の多様な視点を反映した防災対策の実施により、地域の防災力向上を図るため､防災の現場における
女性の参画を拡大し､男女共同参画の視点を取り入れた防災体制を確立する必要があります。

事業の概要（対象、取り組み内容等）

地域における防災対策は、自主防災組織により共同して実施することが効果的であります。そのため、防災知識の学習の
観点からも自主防災組織の責任者又は副責任者への女性登用の重要性や、防災委員等役員への女性の３割以上の配置
など、女性の参画が促進されるよう、自主防災組織への助言・支援等に努めております。

令和10年度の目標達成のために実施している今年度の事業内容

女性消防団員数の目標においては、夏祭りなどの市内行事で女性消防団の団員数増加及び確保を目的とした広報活動
（消防団雇用促進PR活動）を実施しました。
避難所運営会議女性参加率の目標については、不定期で開催される避難所運営会議内の防災講話で女性登用の重要性
を随時説明しております。

令和10年度目標 女性消防団員数　15人　避難所運営会議女性参加率　30％

現状値・現状
（令和６年度）

女性消防団員数　11人　避難所運営会議女性参加率　19％

聞いてみたいこと
※

市内で避難所運営会議を実施すべき所がいくつあり、実際に実施した所はいくつでしょうか。避難所運営
会議に女性の参加を促すような呼びかけを危機管理課から各自主防災会にしているのでしょうか。また、
参加した女性の数はどのようにして把握しているのでしょうか。

番号 68

項目 男女共同参画の視点を持った防災活動の推進

事業名 消防団、避難所運営会議等の地域防災活動における女性の登用促進

担当課 危機管理課

シート作成担当者　係・氏名 対策担当・廣澤　蓮

連絡先電話番号 内線26302
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①　庁内関係部署だけでなく要保護児童対策地域協議会関係機関に参加協力を依頼する。
・島田警察署（生活安全課）、児童相談所
・生活安心課、地域福祉課、障害福祉課、健康づくり課、学校教育課、社会教育課、保育支援課
②　広報やFMしまだ、市役所ホームページ・デジタルサイネージにて虐待防止に関する放映や啓発を継続して行う。その
他、LINEなどSNSを活用した啓発も行っていく。

社会的背景（事業の必要性）

　こども家庭庁では、毎年11 月を「秋のこどもまんなか月間」と定め、こども・子育てにやさしい社会づくりのための各種取組
を行っており、その一つとして「オレンジリボン・児童虐待防止推進キャンペーン」を実施している。また、女性に対する暴力
なくす運動として、パープルリボン活動をあわせて実施している。当市としても家庭や学校、地域等の社会全般にわたり、児
童虐待やDV問題に対する深い関心と理解を得ることができるよう、街頭キャンペーンを実施している。

事業の概要（対象、取り組み内容等）

市民に対して、児童虐待やDV防止ののぼり旗や、オレンジ色のジャンバーを活用してオレンジリボン・パープルリボンの意
識付けを行うとともに、児童虐待防止啓発用グッズやDVに関するちらしを配布する。

令和10年度の目標達成のために実施している今年度の事業内容

日時：令和７年11月10日（月）  午前７時30分～午前8時00分
場所：ＪＲ島田駅南北自由通路
内容：啓発用ちらし、ポケットティッシュ等500セットを配布

令和10年度目標 啓発リーフレット等配布枚数　500枚　啓発事業参加人数　15人

現状値・現状
（令和６年度）

啓発リーフレット等配布枚数　500枚　啓発事業参加人数　24人

聞いてみたいこと
※

非常に大切な活動である為、参加人数を更に増やす具体的な施策や内容を確認したい。

番号 25

項目 ジェンダーに基づくあらゆる暴力根絶へ向けた啓発、教育の充実

事業名 暴力をなくす運動や児童虐待防止推進月間に合わせた暴力根絶の啓発活動

担当課 子育て応援課

シート作成担当者　係・氏名 家庭児童相談係　金岡

連絡先電話番号 内線　47300
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〇実施内容：２の通り
〇参加者の反応：教室に対し、「満足」及び「やや満足」と回答した人は、R6年度は90％で、高評価の教室である。
〇アンケートの回答
・交流について
「同じ時期、同じ地域の方たちと交流できてよかった」「週数の近い方との交流が楽しかった」「初めてのパパ同士で話し合え
て良かった。」
・講話について
「旦那さんに今後のことを考えるきっけけをいただけてよかった。」「夫婦間だけでは切り込みにくいお互いの感情などの内容
にも触れていただいたので、大変参考になりました。」「病院での講座と違い、夫婦間でのコミュニケーションや気持ち、姿勢
などのお話を聞けたことが良かった。」
・妊婦体験について
「妊娠した際の体の変化等知ってもらえたのはとても良かったです。」「とてもわかりやすく、妊婦体験でこれからの生活の大
変さを知ることができました。」「妊婦体験で夫の意識が強まったように感じた。」
〇参加者数
全体の参加数と夫婦揃っての参加数：令和６年度の延べの参加数は、ママ104人、パパ89人、夫婦での参加率85.6％。令和
７年度は２クールまでで、ママ51人、パパ38人、夫婦での参加率74.5％。

社会的背景（事業の必要性）

　社会情勢の変化、少子化が進む中、自身が乳幼児の世話をしたり、見たりする経験が少ない中で、子育てのイメージがで
きていないまま妊娠、出産を迎える人が多くなっている。また、子育てには父親の育児参加が不可欠であるが、それを支援
するサービスが少ない状況がある。

事業の概要（対象、取り組み内容等）

対象者：初産婦およびその夫、定員15組
開催回数：１クール２回×５クール
目的：妊娠期から、地域を基盤とした仲間づくりや同じ立場同士での交流や体験を通して、妊娠の経過や出産、育児をイメー
ジでき、漠然とした不安を解消する。夫婦で体験する事でその後の夫の育児参加や妊産婦に対する理解を深め、より安心し
た状況で育児ができる。
内容：１回目　ママ友、パパ友を作ろう（自己紹介、アイスブレイク（名前ランキング当てクイズ）、フリートーク）、保健師の講話
（みんなで子育て）、助産師の講話（妊娠ってこんなこと）、妊婦疑似体験
２回目　アイスブレイク（自己紹介、グループでドラえもんを描く）、教えて！さとちゃん食生活講座「ママめし」、胎児体験
取り組み：仲間作りがしやすいようママとパパを分けてグループにしている。グループは、同じ産院や住んでいる地域などで
分けている。
妊婦体験は希望制だが、体験してもらうよう声掛けをしている。妊婦疑似体験を通し、生活の中でのパパのサポート方法など
を伝えている。

令和10年度の目標達成のために実施している今年度の事業内容

母子健康手帳交付時に夫婦での参加を促している。

令和10年度目標 フレッシュ！パパママ教室の夫婦での参加率　100％　離乳食講習会実施回数　12回

現状値・現状
（令和６年度）

フレッシュ！パパママ教室の夫婦での参加率　85.6％　離乳食講習会実施回数　12回

聞いてみたいこと
※

フレッシュ！パパママ教室はどのような内容で実施したのでしょうか。もし参加者の事後アンケート等を
行っていればその反応や感想はどうだったのでしょうか。また、全体の参加数と夫婦揃っての参加数を教
えてください。

番号 17

項目 ライフステージに応じた健康支援

事業名 妊産婦や乳幼児を持つ親を対象とした講座・相談

担当課 健康づくり課・子育て応援課

シート作成担当者　係・氏名 健康支援係・兼岩

連絡先電話番号 内線730-262
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1

2

3

4

担当課 学校教育課

シート作成担当者　係・氏名 指導主事　志村映莉子

連絡先電話番号 内線８２３０３

番号 11

項目 教育現場における男女の人権を尊重する教育や学習の充実

事業名 性別にとらわれない進路指導の実施

令和10年度目標 全小中学校実施率100％

現状値・現状
（令和６年度）

全小中学校実施率100％

聞いてみたいこと
※

「性別にとらわれない進路指導の実施」というのは、具体的にはどのような内容のことをどういう形で実施
されたのか、もう少し詳しく教えてください。

聞いてみたいこと※　に対する回答、課題、今後の方向性

性別に関係なく、個人の興味関心を尊重、自己理解をもとに行う進路指導である。職業や進路の固定観念をなくし多様な選
択肢を提示し全ての子供たちが自分らしい将来を描けるように支援している。取組の充実のため令和２年度よりキャリアパ
スポートを小中学校児童生徒全員が持ち活用している。

社会的背景（事業の必要性）

性別にとらわれない進路指導は、個人の興味関心、能力を尊重し一人一人が自己実現できる社会に向けた教育の一つで
ある。背景にはジェンダー平等の推進や職業の多様化があり、現在も、性別による進路や職業イメージの偏りが懸念されて
いる。未来の社会を担う子供たちの教育の場では一人一人の能力や興味関心を活かした進路指導を推進させていく。

事業の概要（対象、取り組み内容等）

令和２年度より島田市においてキャリアパスポートの活用を行っている。キャリアパスポートは自分の興味関心や目標等を
ポートフォリオ形式でまとめ、将来の希望を記録していくツールである。小学校１年生から中学校３年生が活用しており、折
に触れて自己理解や進路についての相談を教職員と行い、多様な進路指導に取り組んでいる。

令和10年度の目標達成のために実施している今年度の事業内容

キャリアパスポートのさらなる活用
・学校生活の目標等を逐次記録する。
・低学年段階から、目標と評価等を記録し自己理解を図る。
・学校の特色に合わせた活用。
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1

2

3

4

担当課 学校教育課

シート作成担当者　係・氏名 指導主事　志村映莉子

連絡先電話番号 内線８２３０３

番号 14

項目 家庭、地域、職場における男女平等の啓発・学習機会の提供

事業名 PTA活動等学校行事への参加の推進

令和10年度目標 性別を問わず参加できるPTA活動等学校行事の設定　100％　開催日や内容の工夫　100％

現状値・現状
（令和６年度）

性別を問わず参加できるPTA活動等学校行事の設定　100％　開催日や内容の工夫　100％

聞いてみたいこと
※

参加者の性別割合はわかりますか？５：５くらいの割合で参加されているのでしょうか？PTA活動は、充
実しているのか。社会の変化により、新たな課題は生じていないのか。

聞いてみたいこと※　に対する回答、課題、今後の方向性

参加者の性別割合は、行事によって差が見られる。活動内容に応じて家庭で調整し参加者を決めていると推察される。

社会的背景（事業の必要性）

性別に関係なく誰もだ参加しやすいようPTA活動や学校行事を工夫している。保護者全体の協力体制を築くことでジェン
ダー平等の意識をもつこともできる。

事業の概要（対象、取り組み内容等）

PTA行事は主に以下の３点で各校で取組がなされることが多い。
・子供の所属する学校での環境整備活動
・家庭教育についての理解啓発活動　講演会等
・保護者同士の親睦を深める行事

令和10年度の目標達成のために実施している今年度の事業内容

各校でPTA活動を企画するが、多様な地域の人が参加することが可能であるように取組の工夫を行っている。
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1

2

3

4

担当課 学校教育課

シート作成担当者　係・氏名 指導主事　志村映莉子

連絡先電話番号 内線８２３０３

番号 14

項目 家庭、地域、職場における男女平等の啓発・学習機会の提供

事業名 PTA活動等学校行事への参加の推進

令和10年度目標 性別を問わず参加できるPTA活動等学校行事の設定　100％　開催日や内容の工夫　100％

現状値・現状
（令和６年度）

性別を問わず参加できるPTA活動等学校行事の設定　100％　開催日や内容の工夫　100％

聞いてみたいこと
※

各100%実施とのことですが、具体的な実施内容をもっと詳しく教えてください。

聞いてみたいこと※　に対する回答、課題、今後の方向性

上記２で回答

社会的背景（事業の必要性）

性別に関係なく誰もが参加しやすいようPTA活動や学校行事を工夫している。保護者全体の協力体制を築くことでジェン
ダー平等の意識をもつこともできる。

事業の概要（対象、取り組み内容等）

PTA行事は主に以下の３点で各校で取組がなされることが多い。
・子供の所属する学校での環境整備活動
・家庭教育についての理解啓発活動　講演会等
・保護者同士の親睦を深める行事

令和10年度の目標達成のために実施している今年度の事業内容

地域の多様な保護者が参加できる工夫を各校の計画で行っている。
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1

2

3

4 上記「聞いてみたいこと※」に対する回答、課題、今後の方向性

　令和５年度に男女共同参画啓発情報誌 『パレット』を廃止し、令和６年度からは『情報サイト「しまだぱれっと」』によるwebで
の情報発信を行うこととなったため、以前よりも少人数での活動が可能となったという背景があります。
　現在の啓発推進員のメンバーは、最も継続年数の長いメンバー（平成23年度～）が他２人を勧誘して参加している状況であ
るため、マンネリ化（身内感が強くなりすぎないよう）しないように啓発推進を増やすことで新しい視点を取り入れていく必要が
あると考えています。
　新規参加者が増えなかった要因としては、令和６年度中の令和７年度啓発推進員募集の案内（PR等）が不足していたことが
挙げられるため、本年度はHPや広報等で啓発推進員募集の周知を徹底し、新規参加者の増加に繋げます。
　また、市民向け男女共同参画啓発セミナー等の開催が冬季に集中していることから、各種イベントの参加者へも周知できる
ようチラシ等を作成し、市民全体に広く啓発推進員の存在を知ってもらえるように取り組んでいきます。

社会的背景（事業の必要性）

島田市男女共同参画推進条例施行規則第３条の規定に基づき、島田市男女共同参画啓発推進員を登録している。啓発推
進員は、市内及び隣接する市町に居住し、又は勤務している20歳以上の者とし、男女共同参画に関する情報の提供を通して
市民の関心を高め、男女共同参画社会づくりを目指した意識の醸成を図るために活動している。また、啓発推進員を公募す
ることにより、男女共同参画社会づくりに向けて意識を持った人材の養成と、市民参加の意識啓発活動を行うこととする。

事業の概要（対象、取り組み内容等）

年10回程度啓発推進員会議を実施し、島田市男女共同参画情報サイト「しまだぱれっと」を運営している。
その他、市が主催する男女共同参画の啓発事業への協力等を行っている。

令和10年度の目標達成のために実施している今年度の事業内容

・島田市男女共同参画情報サイト「しまだぱれっと」に啓発推進員募集の記事を掲載。
・行政広告モニターで「しまだぱれっと」に関する広告CMを放映。
・男女共同参画に関するイベント開催時、参加者に「しまだぱれっと」の宣伝カードを配布。

現状値・現状
（令和６年度）

啓発推進員の人数　３人

事業名 啓発推進員の活動の拡充

聞いてみたいこと
※

啓発推進員が増えないことの対策(改善)として"周知する""広報していく"以外の取り組みはありません
か？評価をするのは推進員の数でも良いように思いますが、どのように増やしていくのか？は現状とは違
う取り組みをしないと目標値に達しないのではないでしょうか？現在の３名はどのような経緯で推進員を
やっているのでしょうか？

担当課 市民協働課

シート作成担当者　係・氏名 女性活躍推進担当・天草

令和10年度目標 啓発推進員の人数　５人

内線31701

番号 5

項目

連絡先電話番号

男女共同参画社会の実現に向けた啓発活動の展開


